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APIを利用できるようにしたい

Bplatsでは、Bplats®スマート連携APIオプションをご契約いただくことで、APIの利用が可能となります。
対向システムとのAPI連携を実行するにあたり、事前に必要な設定がございますのでご紹介いたします。

クライアント情報を登録するとクライアントIDと
クライアントシークレットが払い出される

①クライアント情報の登録
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「client_id=xxxxx」に前頁で発行したクライア
ントIDを設定してアクセスする

ログイン情報を入力する画面になるため
管理画面にログインする際のアカウント情報を入力する

「code=」以降に認可コードが払い出される

②認可コードの取得
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取得した認可コード、クライアントID、クライアントシークレットを使用し
てアクセストークン取得APIを実行する
※リクエストの内容はリファレンスにも記載がございます。
※認可コードは有効期間があるため、期間内にアクセストークンの取得が必
要となります。有効期間はリファレンスに記載がございますので参照くださ
い。

③アクセストークンの取得
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ヘッダー＞Authorization:Bearer {取得したアクセストークン}
メソッド＞GET https://bp-api.bplats.com/v3/products

上記で商品一覧情報をAPIで取得できる

APIリファレンスはBplats®スマート連携APIオプションを
ご契約いただくことで開示いたします。

本資料に記載の内容は2025年7月現在の仕様となります。

④「Subscriptions API」
リソースへのアクセス
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